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1963年に再び来日して，それ以来日本に住んでいます。   
私は外務省で働いていたために若きアタッシェとして日本に来ることになり  
ました。私はまず1937年から1939年まで大阪・神戸のドイツ総領事館で働きま   
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1ガリンスキー氏は1942年に釆た「蘭印婦人」についてのみ言及しているが，冒頭で述   
べたように，最初の「蘭印婦人」はすでに1941年に来日している。たとえば，1941年   
7月5，11，16日付朝日新聞参照（上田浩二教授の調べによる）。  
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とっで情報の入手先はドイツに限られていました。   
日本が戦争に負けてアメリカが日本を占領したときに，私はアメリカの進駐  
軍当局とのコンタクトをとおして，アメリカの軍人向け新開「スター・アン  
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2当時の在日ドイツ人の正確な人数は不明。クラプフ氏は約2，000人としている。153頁   
参照。  
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と，そして試験で構成されていました。   
ドイツ人留学生の監督を委嘱されていた日独文化協会でも時々試験が行われ  
ました。私が外務省への入省を希望していることを知っていたドイツ大使館は，  
私がうまくやっているか，私の日本語はどうか，関心をもっていました。   
日本留学中，私はおもに日本語の勉強をしていましたが，お金も稼がなけれ  
ばなりませんでした。私はドイツ大使館で働き，ちょっとした仕事を引き受け  
て報酬をもらっていました。   
こうして私はやりくりし，まもなく若いドイツ人の商社貞と一緒に小さな家  
を借りました。私たちは，料理をしてくれるメイドも一人雇いました。給料は  
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横断鉄道で東京に向かうことになりました。   
東京で私はまた経済班で働きました。短期間でしたがオット大使の秘書室に  
もいました。オット大使を私は留学生だったときから知っていました。当時彼  
は武官でした。   
日本とドイツの直接の交易は，最初のうちはまだソ連経由や，一部は封鎖破  
り船によって行われていましたが，ほとんどの部門で停滞していました。しか  
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も1945年に焼夷弾にやられてしまいました。あれで，何もかもなくなってしま   
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の事務所の未払いの賃貸料，24．7マルクの請求書が届きました。結嵐 日本側  
は我慢できなくなり，自ら代表団を送りました。この代表団はおそらくどルマ  
から出発しました。しかし，彼らは到着することなく，消息を絶ってしまいま  








情報を大使館にわたしていたのです。ゾルゲは確かに大使館から情報を得ては   
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ました。私が，観光地ではなく，東京から100キロか150キロほど離れた田舎の  
路上で道をたずねていると，そこへ別のひとがやって来て「外人，だめだめ」  
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に嘆く理由はありませんでした。   
私は当時すでに軽井沢に住んでいて，大使館がまだ活動している間，週日は  
東京に行っていました。3月のことでしたが，東京の私の家も大使館も焼け落  
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よく面倒を見てくれました。私たちは，もはや秘密事項ではなくなっていた，  




















た4。  （聞取りは1995年11月30日にボンにおいて行われた）  
4携行荷物の制限を受けなかったというのは外交官でも特例だった。たとえば，次に登   
場するプロイアー氏は荷物を減らすのに苦労している（174貫参照）。クラブフ氏自身   
も言っているように，アメリカ人とのコネがものを言ったということだろう。  
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で，私は「はい」と答えました。   
その二日後に私は一番いい背広を着て，ミヤケ家に行きました。その家は，  
東京の一等地，麻布にあり，桧と竹を植えた小さな日本庭園のなかにありまし  
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ぐに居心地のよくなかった洋風ホテルからミヤケ家の日本家屋へ引っ越しまし   
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したから，これが私の最初の訪日でした。   
1月30日「（ヒトラーの）権力掌握の日」に私たちは神戸に到着しました。  
晩にドイツクラブで，旗が掲げられ，演説と楽器演奏と歌のあるパーティーが  
開かれました。   
冬らしい寒さでした。私は，暖かいウール製品の買い物をしているときに，  
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を連れて行きたがりました。子どもたちはたいてい両親より上手に日本語を話  
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米軍の到着との時期，私たちは国際法上一種の真空の空間のなかにありました。   
私は1947年8月になってアメリカの部隊輸送船「ジェネラル・ブラック」で  
本国へ送還されました。この船は日本から送還されるドイツ人を乗せて，3週  
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